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泌 尿 器 科 領 域 に お け るT-3262の 臨 床 的 検 討

中 村 武 夫 ・田 近 栄 司

富山県立中央病院泌尿器科*

新 しく開発 された ピリ ドンカルボ ン酸系抗菌剤T-3262の 泌尿器科領域 で の 臨床 的検討を行 っ

た。投与方法は,疾 患 とその症状 に応 じて1日 投与量150mg～600mgを4～7日 間経 口投与 した。

1)急 性前立腺炎1例 は主治医に よる臨床効果 は著 効であった。

2)急 性単純性膀胱炎3例 は注 治医 による臨床効果は,著 効2例,有 効1例 で100%の 有効率

であった。

3)複 雑性尿路感染症 では慢性複雑性腎盂腎炎1例,慢 性複雑性 膀胱 炎12例 の合 計13例 で,

主治医 による臨床効果 は,著 効8例,有 効1例,や や有効3例,無 効1例 で69.2%の 有効率であ

った。UTI薬 効評価基準に合致す る症例9例 では,著 効4例,有 効3例,無 効2例 で77.8%の 有

効率 であった。

4)自 他覚的副作用 は認め られなか ったが,臨 床検査 値 異常 として,GOT,GPTの 軽度上昇が

1例 に認め られた。
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T-3262は 富山化学工業(株)が 新 しく開発 した ピ リ

ドンカルボ ソ酸系抗菌剤であ る1)。近年 こ の系 統の薬剤

開発にはめ ざま しいものがあ り泌尿器科領域において も

norfloxacin, ofloxacin は,標 準的に使用 され る薬剤 と

な っている。今 回,わ れわれはT-3262を 泌 尿 器 科 領

域におけ る感 染症 に使用 し臨床的検討 を行 った ので報告

す る。

I.対 象および方法

本剤 の投与対象 とな った症例 は,昭 和61年7月 か ら

昭和62年3月 までに当科を受診 した39歳 か ら78歳

までの男性11例,女 性6例,合 計17例 で,そ の内訳

は,急 性前立腺炎1例,急 性単純性膀胱炎3例,慢 性複

雑性腎盂腎炎1例,慢 性複雑性 膀胱炎12例 であ る。

投与方 法は症状に応 じて1日75mg2回,150mg3

回 または300mg2回 を4～7日 間,食 後経 口投与 とし

た。

臨床効果判定は,自 他覚的症状,尿 所見お よび細菌尿

の推移 より主治医判定を行い,UTI薬 効評価基準(第3

版)2)に合致す る症 例につ いては,併 せて判定を行った。

II臨 床 成 績

急性前立腺炎1例 はTable1に 示す とお り主治医に

よる臨床効果は著効であった。

急性単純性膀胱炎3例 の 臨床効果 はTable2に 示 す

とお り主治医 による臨床 効果 は,著 効2例,有 効1例 で

有効率100%で あ った。

複雑性尿路感染症13例 はTable3に 示す。慢性複雑

性腎孟腎炎1例 の主 治医 による臨床効果 は,著 効であっ

た。 慢性複雑性膀胱炎12例 の主治医 に よ る 臨床効果

は,著 効7例,有 効1例,や や有効3例,無 効1例 で有

効 率66.7%で あ った。UTI薬 効評価基準に合致する症

例9例 では 著効4例,有 効3例,無 効2例 で 有 効 率

77.8%で あった(Table4)。 これを疾患病態群別にみる

と単独感染8例 では有効率75.0%で あ り,複 数菌感染

例は1例 有効 であった(Table5)。

1日 投与量別 の臨床効果 では,150mg×3の 症例が4

例,300mgx2の 症例 が5例 で,150mg×3投 与群では

著効2例,有 効1例,無 効1例 で有効率75.0%で あっ

た。300mgx2投 与群 では,著 効2例,有 効2例,無 効

1例 で有効率80.0%で あ った。

UTI薬 効評価基準に よる細菌学的効果では8菌 種10

株が分離 され,存 続 した ものは Staphylococcus aureus,

Klebsiella pneumoniae, Klebsiella ozaenae 各1株 の合

計3株 で消失率は70.0%で あ った(Table6)。

投与後出現菌は9例 中3例 か ら6株 認め られ た が,

そ の 内訳は Staphylococcus epidermidis, Enterococcus

faecalis, Enterococcus faecium: Moraxella sp., Non-
fermenting Gram negative rods, Yeast の各1株 であっ

た(Table7)。

III.副 作 用

本剤 を投与 した17例 について 自他覚的副作用 と血液

生化学的検査値 につ いて 検討 した が,自 他覚的副作用

を認めた も の は1例 もなか った。 臨床 検査値の 変動は
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Table 4. Overall clinical efficacy of T-3262 in complicated UTI

Table 5. Overall clinical efficacy of T-3262 classified by the type of infection
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Table 6. Bacteriological response to T-3262 in complicated UTI

* Regardless of bacterial count

Table 7. Strains* appearing after T-3262 treatment

in complicated UTI

*: Regardless of bacterial count

NFGNR : Non fermenting Gram negative rods

GOT,GPT上 昇 例(Table3,No.11),尿 蛋 白の 上 昇

(Table3,No.8),Al-Pの 軽 度 上 昇(Table3,No.12)

が それ ぞ れ1例 ず つ 認 め られ た 。GOT,GPTの 上 昇 例

(GOT:33→71→35,GPT:31→79→51)は 投 与終 了後

正 常値 に近 い値 ま で復 帰 して い る こ とか ら本剤 との影 響

が考 え られ る。 尿 蛋 白の 上 昇 例((-)→(+))とAl-P

の軽 度 上 昇 例(234→2801U/l)は 再 検 で きな か っ たが 本

剤 に よ る可能 性 は な い ら しい と考 え られ る(Table8)。

IV.考 察

T-3262は グ ラム陽 性 菌 を は じめ グ ラ ム陰 性 菌,嫌 気

性菌 に 対 し広 範 囲 な 抗 菌 ス ペ ク トラ ム と強 い抗 菌 力 を有

してい る。特 にStaphylococcus aureus,Enterococcus

faecalisな どの グ ラ ム陽 性菌,Escherichiacoli,1(leb.

siella Pneumoniae,ブ ドウ糖 非 発 酵 グ ラ ム 陰 性 菌,

Bacteroides fragilisに 従 来 の ピ リ ドン カル ボ ン酸 系 抗

菌 剤 よ り強 い 抗 菌 力 を示 す1)。 また,本 剤 は経 口投 与 に

よ り腸 管 か ら吸 収 され,尿 中 や胆 汁 中 に排 泄 され るが 、

血 中濃 度 お よび 尿 中濃 度 はnorfloxacinと ほ ぼ 同 等,

oHoxacinよ り低 い と さ れ て い る。 しか し各 種 臓 器 へ の

移行は良好であ るといわれ ている1)。今回,わ れわれ は,

本剤を使用す る機会 を得た ので急性前立腺炎1例,急 性

単純性膀胱炎3例,複 雑性 尿路感染症13例 に用 いて効

果 を検討 した。急性前立腺炎1例,急 性単純性 膀胱炎3

例に対 しては主 治医判定 でいずれ も有効以上 の成績 であ

った。一方,複 雑性尿路感染症13例 では,慢 性複雑性

腎孟腎炎1例 が 主治医判定 で 著効,慢 性複雑性 膀胱炎

12例 の主治医判定 で,著 効7例,有 効1例,や や有効

3例,無 効1例(有 効率66.7%)で あ り複雑性 尿路感染

症 全体 の有効率 は69.2%で あった。

複雑性 尿路感染症 でUTI薬 効評価基準 に 合 致す る

症 例は9例 で 著効4例,有 効3例,無 効2例 で 有効率

77.8%で あった。 これを1日 投 与量別臨床効果 で 見 る

と,150mg×3投 与群4例 では,著 効2例,有 効1例,

無効1例 で有効率75.0%で あ り,300mgx2投 与群5

例では,著 効2例,有 効2例,無 効1例 で有効率80.0

%で あった。両群間に差はない と考え られ る。

細菌学 的 に は, Staphylococcus aureus, Klebsiella

pneun2oniae, Klebsiella ozaenae の存続を 見 た ものの

Escherichia  coil, Klebsiella oxytoca, Enterobacter

cloacae, Citrobacter freundii および Serratia marcescens

が 消 失 し 抗 菌 スペ ク トル の 広 さを示 しin vitroの 抗 菌

スペ ク トル と一 致 す る もの で あ った。

以 上,T-3262に よ る副 作 用 は 見 られ ず,尿 路 性 器感

染 症 に対 し有 用 な 経 口抗 菌 剤 と考 え られ る。
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Table 8. Changes in laboratory test results
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T-3262 IN URINARY TRACT INFECTION

TAKEO NAKAMURA and EIJI TAJIKA

Department of Urology, Toyama Prefectural Central Hospital
2-2-78 Nishinagae, Toyama-shi 930, Japan

T-3262, a new pyridone-carboxylic acid derivative, was administered orally to a total of 17

patients (13 with complicated urinary tract infection (UTI), 3 with acute simple cystitis (ASC) and

1 with acute prostatitis) at a daily dose of 150•`600mg for 4-7 days.

Clinical response judged by the doctor in charge was excellent in acute prostatitis ; excellent in 2 and

good in 1 in ASC; and excellent in 8, good in 1, fair in 3 and poor in 1 in complicated UTI.

According to the criteria of the Japanese UTI Committee, the rate of overall clinical efficacy was

77.8% (7/9) in complicated UTI.

No subjective side effects were observed. As for abnormal changes in laboratory examinations
,

slight elevation of GOT and GPT was noted in one case.


